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13の 

国有化 
 

「すでに社会化された企業（信託）の国有化を要求する。 

 

マルクス主義は、生産手段の私有を社会主義社会の建設に対する決定的な

障害とみなし、資本家が労働者の労働力を搾取することによって達成す

る、いわゆる「剰余価値」による搾取を正当化する。  
 

この仮説は成り立たない：  
 

搾取の源泉は剰余価値ではなく、利子の束縛である。労働者だけでなく、

国民経済全体が下心のある金融勢力の利益のために搾取されているのは、

利子のせいである。 
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また、生産手段の私有は、ドイツ社会主義建設の障害でもない：  
 

真の社会主義は、平等の理念ではなく、正義の理念に基づいている！だか

らこそ、社会主義的人民共同体の目的は、あらゆる階層や所得格差をなく

すことではない。富と財産を求めることは、倫理的に正当化される国民経

済の原動力である！  

 

NSDAPは私有財産に反対していない。生産手段の私有にさえ反対してい

ない。また、企業家が自分の事業からその業績に見合っただけの資金を得

ることに反対することもない。収入の上限と下限は、企業家であろうとな

かろうと、ヴォルクスゲノセンがヴォルクスゲマインシャフトに最大限の

コミットメントをするのに十分なように、また新しい社会階級の維持や形

成を防ぐのに十分なように、国家社会主義ヴォルクススタートによって設

定される。 
 

ちなみに、国家社会主義人民国家が支配するのは所有権ではなく、生産手

段の支配権である。つまり 
 

  起業家は、国家共同体の利益と国家経済計画の枠内で事業を運営する限

りにおいてのみ、その事業に対する処分権を保持する。起業家の活動がこ

れに反する場合、または起業家の業績が不十分な場合、起業家がそれに

従って働く意思を示すまで、あるいは国有化の文脈では生産手段の所有権

も剥奪されるまで、国家委員が暫定的な経営を任される。  

 

しかし、このような措置は例外であり、企業家がこのような国家介入を故

意に引き起こすとは考えにくいからだ。 
 
 

国家社会主義人民国家は、国民経済の指導のために経済計画を利用する。

しかし、あらゆる個人の自発性を抑圧するマルクス主義国家の例に従った

個別計画ではなく、原則に従った大綱的計画によってである：  

 

計画されるのは、計画できることではなく、計画しなければならないこと

である。 
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しかし、このような枠組み計画を実行するためには、国家社会主義人民国

家は、国家委員を任命するという複雑な手段に頼ることなくとも、経済に

対して直接的な影響力を持つ必要がある。したがって、国民経済の主要部

門を国有に移し、直接影響を及ぼすことが必要である。  

 

これは、何よりもまず、銀行、保険会社など、すべての貨幣企業を含む。

なぜなら、国家はすべての貨幣分野と財政を完全に管理しなければならな

いからだ。 
 

NSDAPは党綱領の中で、すでに社会化されたすべての企業の国有化も要

求している。なぜなら、その所有者はしばしば匿名であり、国民経済の自

由を脅かすからである。加えて、そのような企業は通常、国家社会主義国

家が経済の舵取りを目的として完全な支配権を主張する、経済的にも政治

的にも重要な大企業である。 
 

全体として、国家社会主義の国民経済は、部分的には私有化され、部分的

には国有化された経済形態であり、全体的な枠組み計画の助けを借りて管

理されるが、そこでは、責任を持って適用される生産手段の私有化が、国

民共同体の利益に反しない限り、その地位を維持する。  

 

したがって、明確な私的所有権を持つ企業、特に独立した中産階級の企業

は、反対されないだけでなく、国民経済の原動力として、国家社会主義人

民国家の特別な支援を享受している。 
 
 

14  

利益分配 
 

「大企業の利益配分を要求する」。 

 

NSDAPは、私有財産の形成を、それが急激な階級間の障壁の出現を招か

ず、国民共同体の利益に反しない限りにおいて、提唱している。特に、庶

民による富の蓄積が促進されるべきであり、それは階級の壁を壊すのでは

なく、壊し、国民共同体に害を与えるのではなく、利益をもたらすもので
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ある。  
 

そのために、NSDAPは大企業での利益分配を要求している。このような

制限は、原則として明らかに個人所有であり、そのように保護されている

中小企業には手をつけないという事実によって説明される。しかし、国民

共同体内の正義のためには、大企業に雇用されていない国民共同体の構成

員も、法的補償措置によって、国富を共有することが保証されることは言

うまでもない。 
 

いずれにせよ、大企業における利益分配は、国家社会主義連邦によって国

有化された、それまで社会化されていた企業を対象としていることは明ら

かである。このような利益分配は、企業の生産資産への参加としてのみ意

味をなす。なぜなら、このようにして、労働者の仕事への愛着が促進さ

れ、成功に対する個人的関心が目覚めるからである。  

 

したがって、大きな利益を上げた国有化された企業はすべて、すぐに再法

人化され、今度は株券の半分が生産資産の不可分の所有権として労働者に

発行され、残りの半分がドイツ労働戦線に発行される。こうして、労働組

合とドイツ労働者連盟が会社の所有者となる。  

 

この規制から除外されるのは、営利を目的とせず、多かれ少なかれ赤字経

営を余儀なくされるすべての企業である。また、従業員の国富への参加に

対して、法定報酬規定が設けられている。 
 

国家社会主義人民国家では、極端な例外を除けば、生産手段に対する処分

権は私有財産に結びついたままであるから、これは、労働者の所有に移さ

れつつある大企業にとって、工場共同体とDAFが所有者となった以上、企

業の主人となることを意味する。したがって、利益分配は必然的に、人民

の同志の企業における共同責任につながる。この共同責任は、権限が拡大

され、3分の1平等に基づいて構成される従業員代表委員会によって行使さ

れる：  

 

従業員代表委員会の3分の1は国によって任命され、3分の1はドイツ労働者

全体の後援者であり利害の代表者であるドイツ労働戦線によって任命さ
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れ、さらに3分の1は工場労働者によって直接選出される。 
 

他の労働者が不利な立場に置かれるのを防ぐために、一定規模以上の国

有・私営企業でも同様の共同責任が導入されている。国有企業では、労働

者所有に移行した社会主義企業と同じ方法で従業員代表委員会が構成され

る。民営企業では、従業員代表委員会は企業、労働戦線、従業員の各3分

の1ずつで構成される。  

 

このようにして、人民の同志が富を蓄積することで、人民の富に対する共

同責任と利益分配が同時に促進され、真の人民共同体が構築される。 
 
 

15  

年金 
 

"年金制度の手厚い拡充を求める" 

 

国家社会主義人民国家は、労働の倫理原則に基づいており、その結果、人

民の諺を実現することになる： 
 

  働かざるもの食うべからず！ 
 

人々の身体の中で、人々に害を及ぼし、共同体に役立つ誠実な仕事に慣れ

ることができない要素は、社会的寄生虫として排除され、強制労働に従事

させられる。彼らもまた、こうして労働によって得たものだけを食べるこ

とを余儀なくされる。  
 

つまり、特に子供たちであり、NSDAP綱領は彼らに可能な限り最善の教

育を要求している。また、自分の責任で病気になった人々は、当然、市民

社会が世話をする！ 
 

このようにして、党は、成人期を通じて忠実かつ確実に勤労の義務を果た

してきた人々のライフワークに対する並々ならぬ敬意を表明する。彼ら

は、資本主義のように、生産性のない食い扶持として社会の片隅に追いや
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られるのではなく、国家社会主義人民国家において、彼らの生涯の仕事に

対する共同体の敬意によって特徴づけられ、経済的な心配なしに形づくら

れることのできる老後を享受するのである。 
 

現在の年金制度は末期的で不公平だ。完全に再編成する必要がある：  

 

公正で手厚い老齢年金は、ドイツ国民が自分の老齢年金の額を自分の生涯

の労働によって決定するという原則に基づかなければならない。この収入

は、現役を引退した後も、年金として全額支払われ続けなければならな

い！それ以外のことは不当である。なぜなら、加齢という生物学的な宿命

に対する罰として彼の収入が減額されることは、正義感を愚弄するものと

しか理解できないからである。 
 

  単身女性の老齢期には、標準的な年金として手厚い国民年金が導入さ

れ、その額は、その女性が生涯に産み育てた子供1人につき増額される。

この児童保険料は、高齢になっても夫と同居しているため国民年金を受給

できない女性にも支払われるが、それでも母親としての生涯の働きが評価

されることになる。 
 

年金は国家予算から直接支給され、国家社会主義人民国家が支給の確実性

と金額を保証する。必要な財源は、年金税によって調達される。年金保険

料として賃金から控除されるそれまでの慣例は省略されている。 
 

新年金制度は、特に今日の少子化の後遺症が続く限り、市民社会にとって

かなりの負担を伴う。しかし、これらの負担は、ドイツ連邦共和国にとっ

て名誉ある義務であり、それに応じて評価されるものである。 
 
 

16  

中小企業の振興 
 

「健全な中産階級の創出とその維持、大規模デパートの即時共同化と小規

模業者への安価な賃貸、国、州、自治体への納品における小規模業者への

最大限の配慮を要求する」。 
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NSDAPは、私有財産と利潤を求める人間の自然な努力を、健全な国民

経済の原動力と見なしている。NSDAPは、突発的な階級間の障壁の形

成や維持を防止するために、所得の上限と下限を導入すること、その

結果、すべての無労働・無労所得を廃止すること、私有財産は決して

共通善に反するものにはなりえないという事実だけを主張する。しか

し、それ以外のものについては、私有財産の保全-既知の制限のもとで

の生産手段の保全さえも-と、その地位で最高の業績を上げた人民の同

志に対する手厚い報酬を提唱している。勤勉に働いて富を手に入れ、

それを責任を持って扱う者は、何も恐れることはない！ 
 

しかし、NSDAPは、苦労して手に入れた私有財産を守りたいだけでな

く、例えば、大企業における労働者の利益分配や、その他の国富への

参加を通じて、私有財産の形成を幅広く促進したいと考えている。  

 

しかし、ドイツ民族共同体の党として、NSDAPの関心は、資本主義の

もとでしばしば不利な立場に置かれているヴェルキッシュの急進派や

大量の賃金労働者に向けられるだけでなく、健全な中産階級の維持と

促進も断固として主張している。  

 

健全な中産階級は国家社会の強さの源である。 
 

NSDAPの中産階級の擁護はしばしば誤解され、時には小ブルジョア的

な中産階級政党と誤解したがる人さえいた！  

 

実際、NSDAPは、中産階級のプロレタリア化のあらゆる危険と傾向と

断固として戦っている。利潤に貪欲な上流階級と搾取される労働者階

級の間に押し潰された中産階級は、フォルクスゲマインシャフトに

とって災難であり、マルクス主義者が待ち望んでいる無慈悲で自滅的

な階級闘争につながるだろう。中産階級が破壊されれば、民族社会主

義運動のフォルクスゲマインシャフトに対する膨大な教育活動は、非

常に困難になり、おそらく不可能になるだろう。 
 

しかし、中産階級の維持は、上流階級に、人民とのつながりを失わ

ず、人民の利益に逆らってはならないという模範と注意喚起を与え、
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労働者階級に、わが党の社会的綱領に支えられ、自らの労働によって

繁栄を達成するという希望を与える。  

 

この点で、NSDAPは中産階級を基礎とする国家共同体を目指してい

る。そこでは、支配階級と労働者階級は、贅沢三昧か貧困にあえぐか

の別個の階級ではなく、流動的に移行するダイナミックな共同体であ

る。とはいえ、NSDAPは小ブルジョア中産階級政党ではなく、国家社

会主義労働者政党である：  

 

中産階級のプロレタリア化と闘うのと同様に、労働者階級のブルジョ

ア化を断固として阻止する！NSDAPが目指す中産階級は、もはやブル

ジョア的なものではなく、労働者階級、国民共同体のために働くとい

う倫理的原則によって特徴づけられる！こうして、中産階級は、目指

すべき収入と富の状況を特徴づけるが、模範的なライフスタイルを特

徴づけるものではない。中産階級は経済的には維持・促進されるべき

だが、その生活態度は労働者階級によって新たに形成されるべきもの

なのだ。したがって私たちは、中産階級に経済的なバックボーンを、

労働者階級に真の国民共同体の構築における倫理的なバックボーンを

見るのである。 
 

中産階級に不可欠なのは、中小企業や多様なサービス業の経済部門で

ある。この部門は特に、寄生的な生き方への大きな誘惑にさらされて

いる。商人」が「労働者」の典型的なアンチテーゼであることは、決

して無意味なことではない。しかし、自営業の貿易・サービス業は国

家社会にとって重要である。しかし、それは、わが国民体の他のあら

ゆる階層と同様に、国家社会主義人民国家が強制する労働の鉄則と原

則の下に身を置かなければならない。新しい秩序においては、商人や

小商人もまた、国家共同体のために、国家共同体の中で働く労働者と

なる。  
 

この条件の下で、16で述べた要求を通じて、彼は経済的に安定し、国

民共同体の尊敬される一員とみなされ、認められるようになる。その

とき、いかなるブルジョア的態度も、あるいは寄生的な行き過ぎも、

とっくに克服され、人民の真の同志となるであろう。この意味で、国
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家社会主義労働者党はドイツの中産階級のために戦うのである！ 



10 

 


